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害拠点病院としての整備も継続してまいります。いつ発

生するかわからない災害に対する日々の訓練を市内の基

幹病院の先頭に立って展開しつつ、被災住民に対する支

援強化のために「災害時等における助産を必要とする者

の受入れ協定」をはじめとした佐倉市との官民一体と

なった協力体制の一層の強化も行ってまいります。

先の診療報酬改定では、地域医療連携とともに患者

支援の強化に重点が置かれており、医師、看護師だけで

なく、薬剤師、栄養士、理学療法士、メディカルソーシャ

ルワーカーを含む多職種協働での患者支援が診療報酬

に反映されています。新たに組織した『医療連携・患者

支援センター』において地域医療機関との連携は勿論

のこと、受診される市民の皆様への支援機能の更なる拡

充を目指しています。

大自然に囲まれた佐倉の地で、生命の尊厳を忘れずに

人として地域社会に貢献するため、東邦大学建学の精

神である「自然・生命・人間」を礎として、思いやりと希

望に満ちた職場を築き上げると同時に、急速に進行する

高齢化と人口減少社会の中にあっても、高度急性期医

療を実践する高機能な病院として生き残れるタフな病院

づくりに尽力してまいります。今後とも関係各位の変わら

ぬ御支援・御理解と御協力をお願い申し上げます。

き続き2期目の3年間、病院長を務めさせていた
だくことになりました。

今後も当院が最重要課題として取り組んできた地域医

療機関との連携強化をさらに推進し、紹介患者のスムー

ズな受け入れ、地域医療従事者の研修、病床・医療機

器等の共同利用、そして積極的な逆紹介や地域の医療

従事者の方々を支援するための取り組みなど、引き続き

地域医療支援病院としての機能の充実を図り、また、地

域の防災対策の一環として災害派遣医療チーム

（DMAT）を増員し、院内での食糧の備蓄や水の確保、
自家発電装置の整備、また迅速に多数の傷病者を受け

入れ、各地から集まってきたDMATによる診療が展開で

きる院内体制を強固にし、災害時BCP策定など地域災
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公開講座　　　化学療法室 室長／呼吸器外科 准教授　長島 誠
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ご参加お待ち致しております
ほぼ毎月、身近な疾患や症状をテーマにした公開講座を企画しております。多くの市民・
医療関係者の皆様にご参加いただき、 病気の予防や早期発見、 地域医療の発展に役
立てていただければと存じます。
講演テーマなどの詳細につきましては、 院内掲示およびホームページなどでご案内致し
ます。 ご不明な点や講演テーマのご要望などございましたら、 総務課にご連絡下さい。

公開講座スケジュール
2018年　佐倉病院公開講座のお知らせ
入場無料・申込不要・200席

東邦大学医療センター佐倉病院
臨床病理症例検討会 開催予定
（場所：東棟 7 階・講堂）

開催予定日

講演予定
テーマ

担　当

第193回：10月 15日（月）18 時 00 分～
第194回：11月 29日（木）18 時 00 分～
第195回：12月 17日（月）18 時 00 分～

地域の医療機関の皆様もご参加いただけます。
詳細は病院ホームページでご確認ください。
（問い合わせ先：教育支援室）

　現在、国民の2人に1人が、がんにかかる
時代です。2016年、がんでの死亡数が多い
部位は、男性では肺、胃、大腸、女性では大
腸、肺、膵臓の順でした。2006年から2008

年にがんと診断された人の5年相対生存率
は男女の合計で62.1%、1993年から1996

年の53.2%と比較すると、がん診療（診断
および集学的治療）の進歩は明らかです。
　公益財団法人日本対がん協会が、1960

年（昭和35年）に毎年9月を「がん撲滅月
間」と定め、がんとその予防についての正し
い知識の徹底と早期発見・早期治療の普及
に取り組んでいます。東邦大学医療センター
佐倉病院でも、毎年9月に「がん」をテーマ
とした公開講座を企画してきました。今年は
9月22日に「通院で出来る、がん治療の進
歩」と題しまして、公開講座を開催しました。
　外科治療、薬物治療、放射線治療等、当
院の診療体制に関して、長島から院内の手
術室、放射線治療室、化学療法室などの写

真を用いて紹介しました。近年、がん治療の
進歩は目覚ましく、治療成績は向上してき
ていますが、一方で、医療費の高騰はかなり
深刻な問題となっています。そこで、当院の
医療ソーシャルワーカーの野口より、がん治
療における医療費支援制度について、説明
しました。
　今回の公開講座では、新たな試みとして、
質問コーナーを設けました。患者さんやご家
族の方々から、がんの診断や治療、自宅で
の生活や食事内容、副作用、医療費のこと
など、日頃、疑問に思っていることを何でも
質問していただき、当院の医師、看護師、薬
剤師、栄養士、医療ソーシャルワーカーがわ

東邦大学医療センター佐倉病院

公開講座
化学療法室 室長／
呼吸器外科 准教授

長 島　誠

November11 12

＜脳神経内科・メンタルヘルス
  クリニック・脳神経外科・
  リハビリテーション部・
  ソーシャルワーカー・看護部 他＞

13日土曜日

＜地域で考えるケアと治療＞
認知症とともに歩む “ 診断と治療 ”

消化器内科
松岡 克善 他

ここまで進んだ！
消化器疾患の最新治療

October10

13:00~16:00
24日土曜日

13:00~15:00

『通院で出来る、がん治療の進歩』

長島 誠　准教授 会場の様子

かりやすく解説しました。さらに、製薬会社、
医療用ウィッグの会社、あやめ薬局の皆様
にご協力していただいて、さまざまなパンフ
レット、サンプル、副作用対策のスキンケア
製品などを用意しました。患者さんやご家族
は、実際にパンフレットや製品を手に取りな
がら、専門家から詳しい説明を受けること
ができ、より具体的な情報提供ができたの
ではないかと思っています。
　患者さんやご家族が、安心してがんの治
療を受けられるよう、がん診断・治療の進
歩、佐倉病院の診療内容などを、今後も公
開講座や広報誌などを通じて、易しく丁寧
にお伝えしていけたらと考えています。

2018.8.31 現在　教育支援室

整形外科
中川 晃一 他

26日土曜日

骨粗鬆症について

January1

がんと暮らし・仕事

February2
23日土曜日

13:00~15:00

感染対策室
長島 誠 他

8日 土曜日

冬の感染症

December

13:00~15:00 13:00~15:00

産業精神保健・
職場復帰支援センター
看護部
小山 文彦 他
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　東邦大学医療センター大
森病院から4月1日より佐倉
病院に異動してまいりまし
た、脳神経外科の根本匡章
と申します。1992年卒で、
1994年に佐倉病院に1年間
出向したことがありますの
で、23年ぶりになります。そ
の後は、関連病院を転々と
いたしましたので、地方の病
院での勤務経験は長いで
す。そのため、地域のニーズ
にお応えできる医療の提供

につきましては、その経験から尽力してまいりたいと思ってお
ります。また大学病院でありますので、基礎研究、臨床研究を
盛り上げていく必要があり、日常臨床と合わせて学術活動も
活発に行っていく所存であります。臨床面におきましては、大
森病院では脳神経外科一般の診療を主体に、小児奇形をはじ
め小児疾患の神経外科治療も行っておりました。大森病院で
出来ること、佐倉病院で出来ることに違いはありますが、他科
の医師や各診療部門と協力することで、その治療の幅が広が
ればいいなと思っております。先生方には、いつも地域医療連
携のご理解、ご協力をいただきありがとうございます。今後も
ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

　この度、整形外科学講座
講師に昇任させていただき
ました園部正人と申します。
佐倉病院には2009年7月に
赴任しました。主に股関節
疾患の診療を担当し、また、
医局長を兼任し若手の教育
にも力を入れております。
　当医局の特徴として、東邦
大学出身者と千葉大学出身
者が約半数ずつ在籍し、そ
れぞれの大学で培った知識
や経験を組み合わせ、良い

点を吸収し合いながら切磋琢磨し、患者さんにより良い医療が
提供できるよう心掛けております。また、最近は新入医局員も
増え、若い力にあふれた活気ある医局となっております。
　高齢化社会を迎え、運動器の障害（変性疾患のみならず外
傷も含め）を持つ患者さんが増加し、整形外科医が果たすべき
役割も年々増加しております。今後も地域医療に貢献できます
よう、また、先生方に信頼できる病院と言っていただけますよ
うに、尽力してまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

整形外科　講師

園 部 正 人
Masato Sonobe

脳神経外科　准教授

根 本 匡 章
Masaaki Nemoto

新任・昇任の
ごあいさつ

医療安全管理・防災対策担当副院長を拝命しまし
た。安全・安心は病院診療の必要条件でありますが、

医療は日進月歩であるとともに複雑多様化しており、医療者は日々反省
と課題の提示・学習の繰り返しを継続することが安全の維持のために必
須となっています。医療安全管理室は、院内事象の分析・feed backと研
修の企画立案を行い、月例の研修会、e-learning、定期医療セミナーの
開催、東邦大学3病院合同医療安全研修会等を通して、東邦大学佐倉
病院の安全な医療を推進して参ります。今後ともよろしくお願いします。

副院長　　　岡 住 慎 一

医療安全管理・防災対策担当

この度、副院長（教育担当）に再任をいただきまし
た。われわれ大学病院の使命の一つとして、教育、すな

わち優秀な若手人材の育成・確保が必須ですが、幸いなことに近年、佐
倉病院の持つ魅力・教育力が評価され、医師を筆頭に多くの医療者が
集って来てくれています。ただ、医療現場では、働き方改革をはじめ、多く
の課題が残り、現状に安住することなく、将来を見据え、止まることなく、
常に改善・変革をはかることが重要と考えています。皆様のご支援ご鞭
撻をお願いいたします。

副院長　　　龍 野 一 郎

教育担当

新執行部として、引き続き看護担当の副院長（看護部長）
を務めさせていただくことになりました髙橋です。激動の医療

界で機能分化が進む中、佐倉病院は地域の高度急性期病院としての役割を担っ
ていくことになります。短い在院日数の中で、質の高い医療・看護の提供にチャ
レンジを続けて参ります。その一つとして、入院前の外来通院時から退院後の地
域での生活を見据えた情報取集と、問題に応じた支援を実践し、外来と入院と
の連携、医療機関と地域等との連携を図って、患者さんが早期に自分らしい生
活を取り戻せるために努力して参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

副院長　　　髙 橋 初 枝

看護担当

4期目となり、今期は本学の佐倉地区再整備担当が
加わりました。専門は病理です。広報や公開講座を通し

て地域の皆様と相互理解を深め、近隣の医療関係機関と共に地域医療
の発展に多少とも貢献できるよう努めています。また、研修医・学生の教
育に多大なご協力をいただいておりますが、地域における教育連携は医
療連携の強化にも寄与していると考えております。看護専門学校閉校後
の施設を当院の診療および地域医療の充実に繋げるべく検討していま
す。今後もご指導の程、よろしくお願い申し上げます。

院長補佐　　蛭 田 啓 之

佐倉地区再整備・広報・教育・検査研究担当

引き続き救急担当の院長補佐を務めさせていただく
ことになりました中川と申します。佐倉病院が地域にお

ける救急医療や災害医療に貢献できるよう、院内の体制を整えるととも
に、各医療施設や医師会、行政などとの「顔の見える連携」構築に向け
て、さらに努力していく所存です。超高齢化社会の到来に加え、昨今は
「働き方改革」が医療機関にも求められ、救急診療は益々運営が大変に
なっております。そんな中、精一杯頑張って参りますので、皆様ご理解と
ご支援の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

院長補佐　　中 川 晃 一

救急担当

引き続き、倫理・検査研究担当院長補佐を務めさせ
ていただくこととなりました。担当させていただくそれぞ

れの分野ともに、医療医学の発展に合わせてきめ細やかに密に進めてい
くことが社会から求められています。それだけに、当院ではできるだけす
べての医療者や研究者にわかりやすく倫理や検査の内容をお知らせし、
絶えず佐倉から世界へ研究成果が発信される環境を整え、多くの研究者
の育成に努めます。これまで同様に皆様のご支援を賜りますようどうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

院長補佐　　武 城 英 明

倫理・検査研究担当

薬剤部長を代行しております増田雅行です。長尾病院長
の下、執行部の一員として努めて参りますのでよろしくお願い

いたします。
現在の医療情勢の中、薬剤師業務に至っては、今まで以上に病院薬剤部間（病
病）、病院薬剤部－薬局間（病薬）の連携が求められております。その中で、何か新
しいことを始めたいとも考えております。地域連携の推進により、適切な薬物療法
の絶え間ない実施を可能とし、それにより患者さんの健康的な生活の維持に貢献
していければと考えております。ご指導、ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。

薬剤部長代行　　増 田 雅 行

この度、管理担当副院長となりました。また、医療
連携・ダイバシティも引き続き担当します。

教職員と共に働きやすい職場作り、これまで以上に高度な医療提供ので
きる大学病院とすること、さらには地域の中核病院として地域完結型の
医療を目指したいと思います。そのためにも院内の横のつながりを一層
密にして、地域の医療機関の先生方や介護施設などとの連携がさらに重
要となります。今後ともこれまで以上に連携を深めていきたいと考えてい
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

副院長　　　吉 田 友 英

管理・医療連携・ダイバーシティ担当

7月から医療機能評価および衛生の担当となりまし
た。「働き方改革」、「ワークライフバランス」が注目され

る時代に、医療者が輝いて働けるような病院を目指したいと存じます。学
外では、日本泌尿器科学会の男女共同参画担当理事や専門研修プログ
ラム委員長、国際的進行性前立腺癌コンセンサス会議の日本代表なども
務めております。最近、『文芸春秋』に「人間力のある名医」として掲載さ
れました。これまでの経験と「人間力」を活かして、いろいろと取り組ん
で参りたいと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。

院長補佐　　鈴 木 啓 悦

医療機能評価・衛生担当

引き続き院長補佐として、呼吸器外科・感染対策・
がん診療（化学療法、緩和ケア、がん相談）を担当する

こととなりました。長尾病院長を支え、医療の質、安全を担保しながら
チームワークを大切にし、自分のスキルを磨き、医療、教育、研究とあら
ゆる分野でその責任に見合う成果を出すことができるよう、精一杯頑
張っていきます。今後ともよろしくお願いいたします。

院長補佐　　長 島   誠

感染・がん診療・緩和ケア担当

2016年1月1日付で事務部長に就任して3年目となりま
した。

佐倉病院では「地域に貢献する病院」という基本理念に基づいた病院運営に、
職員が日々研鑽しております。しかし現状ではまだまだ課題もあり、どの課題
においても地域の医療機関との連携なくしては達成できないことばかりです。
この「佐倉だより」を活用して地域医療機関とのコミュニケーションをさらに
深め、みなさまと力を合わせて地域により良い医療が提供できるよう努力して
参ります。今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

事務部長　　春 木 信 一

新執行部
紹介

東邦大学医療センター佐倉病院

【新任】

【昇任】


